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〒889-0602

    資材置場                  門川町大字庵川3196-13番地

　　宮崎営業所 宮崎県宮崎市阿波岐原町江田原1690-14

E-mail (yone-01@sage.ocn.ne.jp )

昭和　55年　10月　 1日　〔創立より42年〕

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

人 17 16 17 18

㎡ 715.13 715.13 715.13 715.13

㎡ 2,392 2,392 2,392 2,392

件 37 48 41 48

組織

活動

- ３ -

レポート発行日　
レポート対象期間　

（５）事業活動の内容全て

表紙に掲載
表紙に掲載

本社及び資材置場及び高千穂営業所及び宮崎営業所

工事件数

７)　EA-21推進組織図

８)　対象範囲 [全組織・全活動]

６)　事  業  規　模

活動規模

従業員

床面積

総敷地面積

連絡先
電話　0982-63-1769
FAX   0982-63-5899

４）　事業創立年月日

５)　事業活動の内容

建  設  業   （土木工事、とび・土工工事、舗装工事）

        電話　0982-63-1769
FAX   0982-63-5899

3)　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

EA-21責任者　　黒木　幹人

EA-21事務局　　河埜　真由美

　　高千穂営業所 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井4796番地

１．組織の概要及び対象範囲

1)　事業所名及び代表者氏名

　　　　　　　　　　株 式 会 社　米澤土木
　　　　　　　　　　代表取締役　米澤弘行

2)　所　 在 　地

本社   宮崎県東臼杵郡門川町大字庵川3202-5

 EA-21責任者 
 黒木 幹人 

工事部門                
黒木 幹人 

 EA-21事務局 
 河埜 真由美 

   代表者（社長） 
米澤 弘行 

総務部 

木田 いづみ 

本  社 

宮崎営業所 
横山 幸一 

高千穂営業所 
井田 穣二 



      株式会社 米澤土木は､現在の地球がおかれた環境が危機的
   状況にある事を認識し、周りの恵まれた美しい自然と郷土を未来
　 に残す為、環境に対する負荷の低減に努めるとともに、地域との
　 共生に取り組みます。

１．当社は、建設工事の事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステムを構
　　築し、環境経営目標・環境経営活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

２．関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請
　　に協力します。

３．当社の事業活動に於いて、環境に与える影響を削減するため、次の事項に
　　対して優先的に取組みます。

　 ① 化石燃料、電気使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減。

   ② 事業活動工程から排出される廃棄物の削減。

   ③ 節水活動による水使用量の削減。

　 ④ 環境に配慮した施工計画や材料等の研究、提案を積極的に行います。

４．環境保全に関する啓蒙・啓発と、地域での社会貢献活動に努めます。

５．技術継承、資格取得による人材育成の推進に努めます。

この環境経営方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。

改定

改定

改定

制定

株式会社 米澤土木
　　　　　　

- ４ -

2011年10月 4日

2009年 9月17日

環　境　経　営　方　針

　2019年11月 1日

代表取締役社長 米澤弘行

2020年11月 1日



３．環境経営目標

基準値
(2017年度～2019
年度実績平均)

　2020年度
(2020年10月～
2021年09月)

　2021年度
(2021年10月～
2022年09月）

　2022年度
(2022年10月～
2023年09月)

事務所 4,299.8 4,192.3 4,183.7 4,170.8

現場 73,020.4 71,194.9 71,048.9 70,829.8

全社 77,320.2 75,387.2 75,232.6 75,000.6

削減率⇒ 2.5 2.7 3.0

事務所 10,857.0 10,585.6 10,563.9 10,531.3

全社 10,857.0 10,585.6 10,563.9 10,531.3

削減率⇒ 2.5 2.7 3.0

事務所 229.5 223.8 223.3 222.6

現場 11,547.6 11,258.9 11,235.8 11,201.2

全社 11,777.1 11,482.7 11,459.1 11,423.8

削減率⇒ 2.5 2.7 3.0

現場 17,918.6 17,470.6 17,434.8 17,381.0

全社 17,918.6 17,470.6 17,434.8 17,381.0

削減率⇒ 2.5 2.7 3.0

事務所 23.5 22.9 22.9 22.8

全社 23.5 22.9 22.9 22.8

. 削減率⇒ 2.5 2.7 3.0

事務所 74.8 72.9 72.8 72.6

全社 74.8 72.9 72.8 72.6

*2020.11.1 改訂点 ・2017～2019年度実績の平均を新基準値とし、中期(2020～2023年度)の削減率を順次アップして取組む。

・電気のCO2排出係数は2020年1月公表の九州電力の調整後排出係数０．３４７を採用した。

・建設副産物の取組「廃棄方法の遵守」を「再資源化率の向上」に変更した。      

※化学物質(ＰＲＴＲ制度対象物質)の使用も購入もありません。
※二酸化炭素排出量は下記の係数に基づき設定した　　（　排出量（kg-CO2）　=　使用量(A) × 排出係数（B)　）

単位 使用量（A) 排出係数　（B)　　

購入電力 kWh 0.347 （kg-CO2/kWh)

ガソリン L 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 L 2.58 （kg-CO2/L)

- ５ -

環境経営計画を遵守する

全社 １５回 １０回以上/年 １０回以上/年 １０回以上/年

環境経営計画
を遵守

当社の第五次３ヶ年(2020年～2022年)の環境経営目標は下記の通りです。

②．建設副産物の再資源化率の向上
環境経営計画を遵守し再資源化率の向上を図る

(再資源化率　95.0%以上)現場
9534.8㎏

(再資源化率5.0％)

３．水資源使用量の削減
　　（年間水資源総使用量）

          （　m3）

４
有
益
な
環
境
活
動

①環境配慮型活動の推進 全社

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年　　度　　別　　環    境    目    標

１．二酸化炭素排出量の削減
                   （kｇ-CO2）

②環境保全の取組推進
    （ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施)

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     　　　（kWh）

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
 
   　　　　  （Ｌ）

２
廃
棄
物
の
削
減

①.　一般廃棄物の
　　　削減
             (kg)



※電気のCO2排出係数は、九州電力の調整後排出係数０．３４７を使用しました。

130.0% 〇
会
社

環境経営計画
　　の遵守

１０回以上/年

遵守しました - 〇

- ６－

・事業所周辺の清掃活動
・現場周辺の清掃活動
・環境ボランティアへの参加

※達成率：　項目１，２，３は目標/実績、　項目４は、実績/目標　で100%以上が達成。

４．環境経営目標の実績

１３回/年

〇

②建設副産物の再資源化
率
　　　　の向上

遵守
（総排出量　122.4

㎏）
再資源化率　　79.7%

83.9% ×

年間水資源総使用量

　3．0％削減　　（ｍ３）

事
務
所

72.6 79.0 91.9% ×

２． 廃 棄 物 の削減

①一般廃棄物の削減
　３．０％削減　　(kg)

全
社 22.8 22.3

３．水資源使用
    量の削減

×

②．③燃料使用量
     の削減

94.7%

×

現
場 11201.2 119.3%

現
場

環境経営計画
　　を遵守

再資源化率
95%以上

102.2%

〇

事
務
所

222.6 981.7

18,351.917,381.0

9,390.0

環境目標に対する達成状況は以下のとおりです。

１．実績値は、2022年度運用期間（10月～9月）の1年間で、目標値は基準年（2017～2019年度）の実績平均の

　　　同期間の削減目標値とする。

取組項目 判定

-

〇

- -

74,369.8

123.5%

100.8% 〇

22年度目標値
(10月～9月)

22度実績
　(10月～9月)

達成率

①．環境配慮型活動の推進

②．環境保全の取組推進
　(環境ボランティア活動実施)

環境経営計画の遵守
会
社

10,531.3 8,529.0

・軽油使用量の削減
   ３．０％削減　　（Ｌ）

①.電気使用量
     の削減

・総電気使用量
  3．0%削減      （ｋＷｈ）

全
社

4
・
有
益
な
環
境
生
活

１．二酸化炭素
　　排出量の削減

・二酸化炭素排出量
ｋｇ－CO2　　３．０%削減

75,000.6

事
務
所

現
場

現
場

・ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減
　３．０％削減　　（Ｌ）

-

10,531.3 8,529.0 123.5% ○

全
社 11,423.8 10,371.7 110.1% ○

22.7%

*現場の電気を含む総排出量  75,227.6 kg-CO2 



〇

〇

〇

〇

〇

当年度の環境経営計画

取組み項目
（目標項目）（単位）

活動内容

〇

〇

取組結果

〇

〇

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     （kWh）

〇

〇

〇

〇

- ７ -

①時間に余裕を持って現場に向かうように指示をし、エコド
ライブの徹底や、急加速の禁止に努めた。
②③前日の現場への配置表により行われた。

③軽油使用量の削減
 
   　　　　  （Ｌ）

①エコドライブの徹底(毎朝の点検)
②車両管理の徹底(毎朝の点検)
③重機の定期点検・整備の実施
④コンプレッサーや発電機など、使
用しない時はこまめにエンジンをス
トップする。

②③④においては、①及び環境教育の際に周知させてい
る。

〇

〇②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

〇

〇

4
・
有
益
な
環
境
活
動

〇

〇

〇

①事務所周辺のゴミ拾いや草むしりなどを行った。
②各現場の取り組みとしても行っている。
③積極的に参加した。

①事務所周辺の清掃活動
②現場周辺の清掃活動
③地域や業界、団体等の環境ボラ
ンティア情報を把握し、参加する

①エコドライブの徹底
　・アイドリングストップ
　・急加速等の禁止
②現場への相乗りを推進
③段取りの良い前準備で忘れ物な
どをなくし、折り返し運行の撲滅を
図る

〇

〇

〇

５．環境経営計画の内容と取組結果とその評価

①出来る限り地産地消の考え方か
ら資材を選択する
②環境に配慮した重機等の使用
③しっかりした工程管理で常に工期
短縮に取り組む

①廃棄委託契約の履行
②廃棄物の分別
③排出先(ﾘｻｲｸﾙ業者)の選定と確
認

①②毎朝の点検によって行われた。
③定期点検の必要な重機についてはメーカーにより、その
他の重機については現場から引き揚げた際、整備を行って
いる。
④現場での従業員には周知されている様だ。

②．環境保全の取組推進
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施)

①退出時の電気消灯は、日常化されている。
②温度設定の表示により徹底されている。
③定期的に行った。

現場の産業廃棄物は、①②③を遵守し廃棄している。
例年通り契約書及びマニフェスト等で管理されている

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①不在箇所、昼休みなどの電気消
灯の徹底
②空調温度管理(設定温度順守)
③エアコンフィルターを定期的に清
掃

２
廃
棄
物
の
削
減

①.　一般廃棄物の削減
              (kg)

①ｺﾋﾟｰﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ等は納入業者
に持ち帰って貰う。
②コピー用紙などの節減
③一般廃棄物の再資源化促進

①実行されていた。
②可能な限りパソコンでの管理を実施し、その他の社内文
書については使用済みの用紙の裏を使っている。
③一般廃棄物においては、門川町の分別の指示に従って
分別している。

②．建設副産物の
　　　再資源化率の向上

３．水資源使用量の削減
          （㎥）

①節水の表示
②水道管からの漏水を定期的に点
検する。
③トイレ洗浄水の節水
④洗車・手洗い時の流し水を短くす
る。

①．環境配慮型活動の推
進

〇

〇

〇

＊実施スケジュールの終了月のないものは、運用期間最終月〔９月〕とする。

評価

１．二酸化炭素排出量の削減
（kｇ-CO2）

下記①②③の推進 下記の①②③の取組結果の通り。 ○

①吹付工時の中で使う種子等は発注機関からも地産地消
の指示が出されているので、実施されている。
②排ガス対策型を使用し、環境に配慮している。
③工程管理に準じた工期で進むことが出来た。



次年度〔２０２３年度(2023年10月～2024年9月)〕の環境経営目標と環境経営計画は下記の通りです。

－８－

EA21
責任者

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底
②空調温度管理(設定温度順守)
③エアコンフィルターを定期的に清掃

２
廃
棄
物
の
削
減

①.　一般廃棄物の削減
              (kg)

①ｺﾋﾟｰﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ等は納入業者に持ち帰って貰う
②コピー用紙などの節減
③建設副産物の再資源化促進

②．建設副産物の
　　　再資源化率の向上

①廃棄委託契約の履行
②廃棄物の分別
③排出先(ﾘｻｲｸﾙ業者)選定と確認

EA21
責任者

総務部

EA21
責任者

３．水資源使用量の削減
          （㎥）

①節水シールの表示
②水道管からの漏水を定期的に点検する
③トイレ洗浄水の節水
④洗車・手洗い時の流し水を短くする

４
有
益
な

　
環
境
活
動

①．環境配慮型活動の推
進

①出来る限り地産地消の考え方から資材を選択する
②環境に配慮した重機等の使用
③しっかりした工程管理で常に工期短縮に取り組む

②．環境保全の取組推進
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施)

①事務所周辺の清掃活動
②現地周辺の溝清掃
③地域や業界、団体等の環境ボランティア情報を把握し、参加する

環境経営
目標環境経営活動計画(内容)

①エコドライブの徹底・アイドリングストップ・急加速の禁止
②現場への相乗りを推進
③段取りの良い前準備で忘れ物をなくし、折り返し運行の撲滅を図る

①エコドライブの徹底(毎朝の点検)
②車両管理の徹底(毎朝の点検)
③重機の定期点検・整備の実施
④コンプレッサーや発電機など、使用しない時はこまめにエンジンをストップ
する

推進
部門

EA21
責任者

６．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
 
   　　　　  （Ｌ）

取組み項目
（目標項目）（単位）

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　　　　（kｇ-CO2）

①省エネ活動の推進　(下記①②③の推進)

次　年　度　の　環　境　経　営　計　画

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     （kWh）

総務部

総務部
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次年度からの第六次中期(２０２３～２０２５年度)の環境経営目標の詳細は下記の通りです。

基準値
(2020年度～

2022年度実績
平均)

　2023年度
(2023年10月

～
2024年09月)

　2024年度
(2024年10月

～
2025年09月）

　2025年度
(2025年10月

～
2026年09月)

事務所 5,858.2 5,799.5 5,770.3 5,741.0

現場 65,687.2 65,030.2 64,701.9 64,373.5

全社 71,545.4 70,829.7 70,472.2 70,114.5

削減率⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 8,529.0 8,443.7 8,401.1 8,358.4

全社 8,529.0 8,443.7 8,401.1 8,358.4

削減率⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 1,095.0 1,084.0 1,078.6 1,073.1

現場 9,226.8 9,134.5 9,088.4 9,042.3

全社 10,321.8 10,218.5 10,167.0 10,115.4

削減率⇒ 1.0 1.5 2.0

現場 17,163.2 16,991.5 16,905.8 16,819.9

全社 17,163.2 16,991.5 16,905.8 16,819.9

削減率⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 22.5 22.3 22.2 22.1

全社 22.5 22.3 22.2 22.1

. 削減率⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 78.7 77.9 77.5 77.1

全社 78.7 77.9 77.5 77.1

*2023.11.1 改訂点

※化学物質(ＰＲＴＲ制度対象物質)の使用も購入もありません。
※二酸化炭素排出量は下記の係数に基づき設定した　　（　排出量（kg-CO2）　=　使用量(A) × 排出係数（B)　）

単位 使用量（A) 排出係数　（B)　　

購入電力 kWh 0.389 （kg-CO2/kWh)

ガソリン L 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 L 2.58 （kg-CO2/L)

６の２．次年度の環境経営目標

－８－２－

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年　　度　　別　　環    境    目    標

１．二酸化炭素排出量の削減
                   （kｇ-CO2）

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     　　　（kWh）

②ガソリン使用量の
　　削減　     （Ｌ）

①.　一般廃棄物の
　　　削減      (kg)

②．建設副産物の再資源化率
　　　の向上

環境経営計画を遵守し再資源化率の向上を図
る

(再資源化率　95.0%以上)現場

２
廃
棄
物
の
削
減

３．水資源使用量の削減

　　（年間水資源総使用量）  （　m3）

・電気のCO2排出係数は2023年7月公表の九州電力の調整後排出係数０．３８９を採用した。
・2020～2022年度実績の平均を新基準値とし、中期(2023～2053年度)の目標値を設定。

・削減率は、2023年度1.0%から、2024年度1.5%、2025年度2.0%の削減を目指す。

③軽油使用量の削減
      　　　　  （Ｌ）

②環境保全の取組推進
    （ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施)

全社 １３回 １０回以上/年 １０回以上/年

４
有
益
な
環
境
活
動

①環境配慮型活動の推進 全社
環境経営計画

を遵守
環境経営計画を遵守する

165.6 t
(73.6％ )

１０回以上/年



当社では、関連法規制等の遵守状況確認を毎年４回実施しており、違反はありませんでした。

また、地域住民からの訴訟等及び監督官庁からの指摘もありませんでした。

尚、現場での遵守状況は、社内安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。

当社の事業に関係する主な環境関連法規制は、担当者がWeb（環境省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの環境基準・法令等）の
改定履歴や建設業協会等からのお知らせ等から年次の運用開始時に見直しと取り纏めを行っています。

〔当社の主な環境関連法規と遵守状況は下記の通りです。〕

⑥環境経営システム (その他全般) 特になし

③外部からの環境に関する
　　　苦情や要望等

〇環境情報記録表により確認した。特に苦情やクレームもなく、周辺住民からの評
価も良い。ボランティア活動も目標を達成していいるので評価したい。
●次年度も継続活動し、苦情・クレームが発生したら速やかに対処していただきた
い。

④環境経営方針
〇●ガイドライン2017年版への移行時に改定した環境経営方針は特に不具合は
無かったので、現行方針を継続する。

⑤実施体制 ○●特に支障は無かったので現行の実施体制を継続する。

評価項目 代表者による評価〔○当年度の評価　●次年度への指示〕

①環境経営計画の実施状況結果
　　　　　　　及び
　　環境経営目標の達成状況

②環境関連法規等の遵守状況
〇環境関連法規の取り纏め（兼）尊守評価表にて確認した。必要な関連法規は取
り纏めされ、計画通りに4回チェックが行われ、全項目を尊守している事を確認し
た。　　　　　　　　　　　●次年度も関連法を尊守して事業活動のこと。

〇活動状況は、環境経営計画（兼）実施状況表によると計画した事はほぼ実施さ
れていることを確認した。
〇目標達成状況は、環境経営目標達成状況管理表によると、ガソリン使用量が現
場は、ほぼ達成しているが、事務所においての使用量が達成出来ていない。営業
車を増やした事によるものと報告を受けている。次回、目標値の見直しを行い、検
討していきたい。また、軽油の使用量については、達成出来てない月もあるが、現
場の規模に応じて左右される為、妥当であると判断した。
●次年度（2023年度）から第六中期（2023～2025年度）の新基準値、目標、活動
計画の策定となるので、過年度の実績、活動状況を振り返り・見直しし、当社に最
適な目標、活動内容を策定し、社員へ周知して次年度を活動して頂きたい。

騒音規制法
・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて85デシベル以下

遵守
該当工事なし

振動規制法
・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて75デシベル以下

遵守
該当工事なし

ﾌﾛﾝ排出抑制法
・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝ等の簡易点検実施
　　(建設機械搭載のｴｱｺﾝを含む)　　　〔事務所エアコンが対象〕

遵守

建設ﾘｻｲｸﾙ法

発注者への書面による計画等説明、完了報告 遵守

工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届け出 遵守

分別解体、再資源化促進、再資源使用 遵守

遵守

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)及び多量
排出報告書(処理計画書・実施報告書 )

遵守

保管場所の掲示板(60x60cm)の設置 遵守

再生資源利用省令
・再資源利用計画書・実施書の作成
・再資源利用促進計画書・実施書の作成

遵守

８．代表者による全体評価と見直しの結果

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

－９－

主な関連法規名 遵守事項 遵守評価

廃棄物の処理及び清掃に
関する法(廃掃法)

委託契約の締結、契約書の保存(契約終了から５年間 ) 遵守

マニフェストの交付、回収・照合確認（発行後B2,D票90日E票180日以内）
A表の5年間保管


